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西丹沢檜洞丸(1601m)ツツジ見物山行    

ツツジ新道に咲くシロヤシオツツジツツジ新道に咲くシロヤシオツツジツツジ新道に咲くシロヤシオツツジツツジ新道に咲くシロヤシオツツジ    

                                                                                                                                                                                                （記録 田邉浩二） 

日日日日    時時時時    ：：：： ２０１３年５月２７日（月） 

メンバーメンバーメンバーメンバー：：：：  Ｌ田邉浩二、大和義孝、横山高明、鳥切昇治夫妻、加藤平二 

コースタイムコースタイムコースタイムコースタイム：：：： 

  加藤宅 4:30＝大和宅 5:10＝鳥切宅 5:20＝田邉宅 5:50＝横横・能見台ＩＣ6:00＝東名・町田ＩＣ6:25＝  

大井松田ＩＣ6:50＝道の駅山北(横山さんと合流)7：10＝7：35 西丹沢自然教室登山口 8:00～加藤さん離脱 8：40

～9：08 ゴーラ沢出合 9:18～10：15 展望台 10:25～11:20 檜洞丸まで 800ｍの標識(休憩)11:30～12：02 檜洞丸頂上
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13:00～(石棚尾根下山)～ユーシン分岐 13：25～テシロノ頭 13：45～13:50 ぶな林(休憩)14:00～石棚山 14：25～玄

倉分岐 14：30～ヤブ沢ノ頭 14：35～板小屋沢ノ頭 15：15～16:35 板小屋沢河原(渡渉点)16:40～大石キャンプ場

16:45～16：55 西丹沢自然教室登山口 17：15 (横山さんと別行動)＝東名・大井松田ＩＣ18:00＝町田ＩＣ18:25＝横

横・能見台 IC 18:42＝田邉宅 18:50＝鳥切宅＝大和宅＝加藤宅 

 

記記記記    録録録録    ：：：： 天候 (薄曇時々晴れ間 頂上付近濃い霧) 

 

 西丹沢自然教室にツツジの咲いている状況を問合せしたところ 5 月末が見ごろとのことで 5/27(月) 計画をした。 

加藤さんに車をお願いし、加藤宅 4:30 出発で大和さん、鳥切さん、田邉径由で出発、能見台 IC より 

横横高速・町田 IC より東名に乗り大井松田 IC で降り 246 号道を山北へと向かう。 山北の道の駅で秦野から自車で

来た横山さんと合流し、自然教室登山口へ 7:35 に着いたが駐車場はほぼ満杯であった。なんとかトイレ近くに止め

られた。 

 

身支度をして8:00に出発。オートキャンプ場を通り東沢に入る。鳥切さんのアドバイスで尾根よりも沢筋を行く方が楽

だとのことでゴーラ沢出合まで 1 ピッチ、沢のゴロ状を足跡を頼りに距離を稼ぐ、沢の途中から急な山腹を登り、ツツ

ジ新道に合流する、途中、加藤さんが不調でリタイヤ引返した。 

 

駐車場前駐車場前駐車場前駐車場前    左から加藤、田邉、鳥切夫妻、横山左から加藤、田邉、鳥切夫妻、横山左から加藤、田邉、鳥切夫妻、横山左から加藤、田邉、鳥切夫妻、横山                                        東沢東沢東沢東沢    左岸左岸左岸左岸のののの林道林道林道林道 

 東沢を左岸から右岸に渡る東沢を左岸から右岸に渡る東沢を左岸から右岸に渡る東沢を左岸から右岸に渡る                                                    東沢から別れ急な山腹をジグザグに登る東沢から別れ急な山腹をジグザグに登る東沢から別れ急な山腹をジグザグに登る東沢から別れ急な山腹をジグザグに登る 
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ゴーラ沢出合着 9:08、10 分休憩し沢と分かれて急な階段を尾根に向かって登る。途中からジグザクの登りやクサ

リ場があり展望園地 10:15 着、休憩、天気が良ければ富士山が真正面に見えるはずが生憎、雲が有り見えず、近く

の畔ヶ丸が大きく見える。 

 

 

          ツツジ新道ツツジ新道ツツジ新道ツツジ新道                                                                                ゴーラ沢出合ゴーラ沢出合ゴーラ沢出合ゴーラ沢出合 

ヤマツツジが咲く急登ヤマツツジが咲く急登ヤマツツジが咲く急登ヤマツツジが咲く急登の鎖場の鎖場の鎖場の鎖場                                                        展望台で一休み展望台で一休み展望台で一休み展望台で一休み 

    シロヤシオツツジシロヤシオツツジシロヤシオツツジシロヤシオツツジ                                                            アカヤシオツツジアカヤシオツツジアカヤシオツツジアカヤシオツツジ 
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10:25 出発、ここからぼつぼつ白いシロヤシオツツジが見られるようになったが、急な登りでただ足元を見つめて高

度を稼ぐのみ。赤い山ツツジも表れチョイ休憩11:20 水を補給して10分後出発、檜洞丸頂上までが赤白のツツジの

群落が見応えがあったが、私(田邉)はしたすら急な登りを足元を見て登るのみ。足元には散った赤白のツツジの花

びらがあり頭の上に咲いていることがわかる。頂上 12:02無事登れた。 

頂上は新緑と春蝉の声に覆われていた、また大勢のパ

ーティが登って来ておりツツジの写真を撮っていた、中高年

や女性のパーティが多かった。 朝食を 5:00 に食べたので

腹が減って早くバテてしまった。弁当の握り飯が格別美味し

かった。又加藤さんの差入れてくれたリンゴやトマトも美味し

かった。 

13:00 頂上を出発、下山は石棚尾根ルートをとった。途中

のぶな林が素敵だとの鳥切さん話であったがほんとに素敵

だった。木道の階段や急傾斜の下山道有りで 13:50 ぶな林

の中で休憩、霧が濃く神秘的な景色を味わった。14:00 束

の間の休憩でくだりにかかる。石棚山、板小屋沢ノ頭は通

過、最後だといわれた急なくたりとクサリ場を通り板小屋沢

の河原にでる。16:35 ちょっと休憩 沢づたいの道を大石

ツツジ新道の上部の道は木の階段がツツジ新道の上部の道は木の階段がツツジ新道の上部の道は木の階段がツツジ新道の上部の道は木の階段が多い多い多い多い                                    頂上少し手前頂上少し手前頂上少し手前頂上少し手前、バイケソウ、バイケソウ、バイケソウ、バイケソウのののの中の中の中の中の木道木道木道木道 

    檜洞丸頂上にて檜洞丸頂上にて檜洞丸頂上にて檜洞丸頂上にて                                                                    石棚山稜石棚山稜石棚山稜石棚山稜    テシロノ頭からの下りテシロノ頭からの下りテシロノ頭からの下りテシロノ頭からの下り 

      ブナ林ブナ林ブナ林ブナ林 
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キャンプ場にむかってひたすら足を運ぶ。16:45 キャン

プ場着、バス道を自然教室駐車場へ 16:55 到着 田邉

しんがりを努めパーティより 5 分遅れ無事帰着。 

自然教室駐車場で中川温泉に寄って行くと言う横山

さんと別れ、我々は駐車場を 17:15 に出発し大井松田Ｉ

Ｃから東名道に乗り町田ＩＣで降り、保土ヶ谷バイパス経

由横横道に入り、能見台ICで降り、田邉宅に18:50着、

帰路は休憩なくノンストップで帰着する。 

               

                       以上                                                                          

       ガスに覆われたブナ林ガスに覆われたブナ林ガスに覆われたブナ林ガスに覆われたブナ林の中を行くの中を行くの中を行くの中を行く                                ヤブ沢ノ頭付近で見つけたサルノコシカケヤブ沢ノ頭付近で見つけたサルノコシカケヤブ沢ノ頭付近で見つけたサルノコシカケヤブ沢ノ頭付近で見つけたサルノコシカケ 

板小屋沢の堰堤を捲く板小屋沢の堰堤を捲く板小屋沢の堰堤を捲く板小屋沢の堰堤を捲く道道道道の鉄梯子を下るの鉄梯子を下るの鉄梯子を下るの鉄梯子を下る 


